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※自覚症状がある人、該当のがんで治療や経過観察中の人は専門医や 
かかりつけ医に相談しましょう。 

がん検診で必ずがんを見つけられるわけではありません。 
がんがなくても、検診の結果が「がんの疑い」となる場合があります。 

女性は２年に１回 乳がん・子宮がん検診を!! 
当院では、マンモグラフィと併せて超音波検査を行なっています。 

   マンモグラフィだけでは見つけにくいがんも発見しやすくなります。 
※検査の際、女性技師を希望される方はご相談ください 

※国保ドック・後期高齢者ドックの申し込みは終了しました。ありがとうございました。 

萩 市 阿 武 町 

検診が 
受けられる人 

萩市国保・後期高齢者 
社会保険扶養者 
 

※社会保険本人でがん検診を受ける機会が 
ない方は萩市健康増進課にご相談ください。 

阿武町国保・後期高齢者 
社会保険扶養者または本人 

実施期間 １２月２2日（金）まで 2月２9日（木）まで 

予約受付窓口 
【健診室】 

時間：午前１０時３０分～午後３時 
           
電話：０８３８－２２－３０９０ 

    健診を受けられる際に、感染症対策として 
     ①手指消毒とマスクの着用をお願いしています。 
     ②感染症に関する問診を行っています。 
          ※引き続きご協力をお願いいたします。 

健診・がん検診を受けましょう!! 
※山口県民の４人に１人はがんで亡くなっています 



2023（R5）年7月3日 ＜Vol．2023－No．88＞ 

が ん 看 護 研 修 会 
4月「昨年度の振り返りと今年度の取り組み」  

2023年度 再開しました！ 

緩和ケアの対象 

2023年度 緩和ケア委員会目標 

5月「音楽療法 事例報告」  音楽療法士  小池みなみ 

 2022年度（5ヶ月間）緩和ケア目的での音楽療法の介入患者様は9名【入院患者8名 
（6階4名・6階から5階4名）・外来患者1名】に関わらせて頂きました。個別療法・     
  小集団療法の中で、音楽（リクエスト音楽の中から治療にあった音楽）を通して、 
  リラックスできる時間・感情を発散する時間・ライフレビュー（人生の振り返り）を  
  する時間を過ごさせて頂きました。 
  その中で医師・緩和ケア専従看護師より依頼を受け、生きる意欲・希望を再び持てた患
者様の報告から学ぶ機会を頂きました。事例の方は、音楽鑑賞が趣味で、入院中もその
ような時間を設ける事でリラックスでき、自然に歌唱され始め、少しずつ感情を発散さ
れました。また「思い返せば楽しい時を過ごせたなぁ。楽しい仲間が回りにいてくれ
た」と人生を振り返られました。その後「まだ音楽を聴きたい。このＣＤを注文しよう
と思う」と再び生活の意欲・今を生きる意欲をもてた患者様との関わりより学ばせて頂
きました。当院以外にも、緩和ケアにおける音楽療法の導入とその効果について「末期
のがん患者16例に音楽療法を行い15例に良好な結果（生活の意欲の向上）がえられ
た」と報告があがっています。今後も、緩和ケア委員会の一員として、より質の高い緩
和ケア音楽療法を実施していきたいと思います。   

4月「昨年度の振り返りと今年度の取り組み」緩和ケア専従看護師  
5月「事例報告」音楽療法士 
6月「当院採用麻薬の取り扱い方と注意点」薬剤師 
7月「事例報告」3階看護師 
8月「御遺体の取り扱いとエンゼルケアの注意点」エンゼルケアグループ看護師 
9月「事例報告」5階看護師 
10月「困難事例を通して必要な福祉サービスを知る」医療ソーシャルワーカー 
11月「退院後の要介護生活を始める前に準備していて欲しいこと」介護支援専門員 
12月「事例報告」6階看護師 
1月 「がん悪液質」管理栄養士 
2月 「がんと健診」保健師  
3月 「がんとリハビリ」理学療法士  

        緩和ケア専従看護師・緩和ケア委員会リーダー松本恵子 

1 がん看護研修会を再開し各々自己研鑽します。 

2 委員会メンバーが主体となり、院内にＡＣＰを普及し定着させます。   

    ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）とは（厚生労働省ホームページ参照）   

  「将来の自己決定能力に備えて今後の治療・療養についての気がかりや価値観を、 

    患者・家族と医療従事者が共有し、ケアを計画する包括的なプロセス」です。 

3 ピアレビューを受け入れることで、当院の緩和ケア体制の問題と課題を明確にします。 
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2023年４月より、日本消化器がん検診学会の認定制度である
「大腸ＣＴ検査技術認定施設」を取得することが出来ました。 
本認定の取得には、施設基準や検査実績を満たすとともに、同
学会の認定する「大腸ＣＴ検査認定技師」の在籍が必須となっ
ており、現在当院では３名が技師認定を取得し、主に検査を担
当しています。今後も引き続き、精度の高い大腸ＣＴ検査を提
供できるように、知識、技術の向上を目指して取り組んでまい
ります。 

放射線部 
大腸CT検査技術施設認定

5階療養病棟では、今年度４月にミニ桜コンサートを実施しました。（下記写真） 
実施後、「また企画してもらいたい」「ゆったりと過ごせる時間を持ちたい」 

「少しでも誰かと音楽を介して話したい」と意見を頂き、その後継続して実施
しています。 

【目的】医療サービスの向上・生活の質の向上・認知症予防   

【内容】リクエストボックスにあるリクエスト曲を中心に実施（音楽鑑賞・ 

    歌唱・楽器演奏） 

【対象】参加希望者 

５階 療養病棟 金曜日 夕方 3:15～3:45       

                                        場所５階デイルーム 

夕べの音楽会（小集団音楽療法） 

学会で発表してきました 

      令和5年6月4日に第81回山口県  
  臨床外科学会が防府市で開催され、 
外科の木原ひまわり医師が 
『有鈎義歯誤飲による食道穿孔に対し保
存的加療を行った1症例』 という演題で
発表してきました。 
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5月24日発表会。新人で遭遇した一年間の看護場面から一番心に残ったも
のを発表しました。プリセプターさんから励ましのメッセージを頂き、今
2年目を頑張っています。 

  “心に残る看護場面”発表会  5/24 

３階病棟 伊藤ひなの 
受け持ち患者様の急変で
困惑した事・学んだ事 

３階病棟 齊藤和枝 
患者様との関わりについて 
～気遣いの大切さを学んだ～ 

今年の「看護の日」は患者様に 
 心を込めたメッセージカードと
ティッシュをお配りしました。 

また外来では当院を受診された方に 
心ばかりの品を手渡しさせて 

頂きました。 

昨年は新型コロナウィルス感染症対応のため実習の受け入れを 
中止しておりましたが今年度5月8日以降は看護学生の実習を
再開しています。「実習に出られて嬉しい。お世話になりま
す。」と、あふれる笑顔でご挨拶がありました。 

学校では‘看護の心’について討議し、互いの価値観を尊重し
ながら目指す看護師像について話し合われたということでした。 
実習を通して看護の喜びとやりがいを感じてもらえるように 
支援していきたいと思います。 

看護研究発表会 

令和5年6月23日（金）7階会議室にて 
看護研究発表会を開催しました。 

今年度は透析室が「下肢末梢動脈疾患（PAD）リスク評価
～2017年～2022年 6年間の集計と比較～」をテーマに業務
の忙しい中、看護研究に取り組まれ発表されました。 

透析の松浦さん、伊藤さん、仁保さんお疲れ様でした！！ 
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脱水、ミネラル不足によっても筋肉の収縮に関わる受容器の誤作動を引き起こし、 

熱けいれんなど筋肉の過剰収縮を起こしてしまいます。夏になると汗をかきやす

いので、こまめな水分摂取が必要となります。持病によっては過剰な水分摂取は 

身体の不調を起こすことがありますので、主治医の先生と相談しながら水分を 

摂取し予防していただけたら幸いです。足が攣った際は攣った場所にもよります

が、ふくらはぎの場合は（図２）のように足首を反るようにストレッチを行い、

筋肉を伸ばしてあげてください。 


